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自己紹介
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自己紹介

SAWADA STANDARD DESIGN

澤田 望

@SawadaStdDesign

WAIC WG2委員（2011年〜）

キヤノンサイトのデザイン監修／運用（〜2013年）

2014年、岡山で独立
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今回の目標
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目標

↑

ここの克服。

アクセシビリティの大切さは分かってるけど、

JIS対応は、何だかやっぱり難しそう . . . 
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目標

↑

ここの克服。

制作会社の方からJIS対応について質問されるけど、

正直なところ、何が何だかさっぱり分からない。
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目標

誰かに聞かなくても、

自分でJIS対応の方法について調べられる

ようになる。
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目標

内容を覚える必要はありません。
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目標

「 何が、どこに書いてあるか 」

↑

ここが整理できていれば、

自分でJIS対応の方法について調べられる

ようになる . . .  はず。
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JIS X 8341-3:2010 の概要
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概要

読んだことありますか？
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概要

【 規格票（冊子）】

日本規格協会 Web Store

入手方法

※ 全国各書店においても、お取り寄せの上入手可能。
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概要

【 PDFでの閲覧 】

日本工業標準調査会 JIS検索

※ 閲覧環境によっては動作が不安定な場合もあり。

閲覧できない場合は「JIS規格の閲覧等が上手く出来ない場合」を参照のこと。

入手方法
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概要

残念ながら . . .

規格票を読んだだけでは、JIS対応は出来ません。

（暴言）
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概要

なので、

その他の関連情報と併せて読むのがオススメです。
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概要

どうして？
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概要

JIS X 8341-3:2010 についてよく聞く意見

文字ばっかりで、読む気が失せる。

日本語の表現が難解。

資料が多いし、何が何処にあるのか分からない。
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概要

A1：成り立ちが複雑だから。

JIS X 8341-3:2010 ＝ WCAG 2.0 ＋ JIS独自の要求事項

↓

Web Content Accessibility Guidelines 2.0

W3C勧告（2008年）

Q：資料が多く、分散しているのは？
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例：ウェブコンテンツについてのガイドライン

ガイドラインの中身は > 規格票の箇条7

もしくは

> WCAG 2.0の日本語訳

実装方法は > WCAG 2.0 実装方法集

概要

Q：資料が多く、分散しているのは？



21

概要

A2：技術の進化に対して記述内容が陳腐化しないよう、

技術に依存しない記述を行っているから。

規格票／ガイドライン → 更新：少ない

関連文書 → 更新：多い

Q：資料が多く、分散しているのは？
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概要

A：技術に依存しない記述にするため、

2004年版にあった具体例や図解を全て削除したから。

Q：文字ばかりなのは？
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A：WCAG 2.0（技術非依存）の原文に忠実な翻訳だから。

その結果、聞き慣れた日本語表現から離れてしまった。

【 例 】

「時間の経過に伴って変化するメディア」

「構成要素が持つ感覚的な特徴」

Q：日本語の表現が難解なのは？

概要
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概要

規格票自体は、

そういうモノだと思って割り切りましょう。

＼(^o^)／
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概要

なので、

その他の関連情報と併せて読むのがオススメです。

（2回目）
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概要

あ、でも

現在、絶賛見直し中ですよ。

＼(≧▽≦)／
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概要

JIS X 8341-3:2010 の構成
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概要

WAICトップページ

↓

JIS X 8341-3:2010 関連文書

↓

JIS X 8341-3:2010 解説

↓

JIS X 8341-3:2010 の概要

↓

JIS X 8341-3:2010 の構成

JIS X 8341-3:2010 の構成

WAICトップ（http://waic.jp）
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概要

•箇条1 適用範囲

•箇条2 引用規格

•箇条3 用語及び定義

•箇条4 ウェブコンテンツのアクセシビリティ達成等級

•箇条5 一般的原則

•箇条6 ウェブコンテンツの確保・向上に関する要件

•箇条7 ウェブコンテンツに関する要件 ← 実装がらみはココ

•箇条8 試験方法

JIS X 8341-3:2010 の構成
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概要

WCAG 2.0の level と同じ

• 等級 A 最低限 ← まずはココ

• 等級 AA 目標

• 等級 AAA たぶん無理

箇条4 ウェブコンテンツのアクセシビリティ達成等級
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概要

JIS 規格票 箇条4の表1

等級 A 準拠ページが満たすべき達成基準一覧
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概要

もしくは、WAICサイト

JIS X 8341-3:2010 試験実施ガイドライン

↓

JIS X 8341-3:2010 試験実施ガイドライン 2012年11月版

↓

3.3 達成基準チェックリストの例

↓

達成基準チェックリストの例

等級 A 準拠ページが満たすべき達成基準一覧
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概要

【 注意 】

満たすべき達成基準一覧のうち、

使用している実装方法が含まれる

達成基準のみチェックすればOK。

【 例 】

動画も音声も使っていないページで、

「 7.1.2 時間の経過に伴って変化するメディアに関する達成基準 」

をチェックする必要はない。
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概要

「ウェブアクセシビリティが確保されている」状態とは

下記の4原則が満たされている状態。

•知覚可能 情報の存在を知り、得られなきゃ ダメ

•操作可能 操作ができなきゃ ダメ

•理解可能 得た情報は理解できなきゃ ダメ

•頑健性 様々なユーザーエージェントが解釈できなきゃ ダメ

箇条5 一般的原則
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概要

コンテンツのライフサイクルそれぞれのフェーズで実
施しなければならないコト

箇条6 ウェブコンテンツの確保・向上に関する要件
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概要

ウェブアクセシビリティ方針の策定と公開

• 適用する達成基準
「目標とするウェブコンテンツのアクセシビリティ達成等級：等級AA」

• 使用するウェブコンテンツ技術および実装方法
「依存したウェブコンテンツ技術：HTML5／CSS3／JavaScript」

詳しくは、WAICサイト

> ウェブアクセシビリティ方針策定ガイドライン

箇条6 ウェブコンテンツの確保・向上に関する要件
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概要

達成基準を満たせているかどうかの客観的な検証

詳しくは、WAICサイト

> 試験実施ガイドライン

箇条8 試験方法
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概要

いよいよ

箇条7 ウェブコンテンツに関する要件
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概要

JIS X 8341-3:2010 の 箇条7  ＝ WCAG 2.0

【 例 】

•JIS の７.1.1：代替テキストに関するガイドライン

•WCAG 2.0 の 1.1：代替テキスト

箇条7 ウェブコンテンツに関する要件

すべての非テキストコンテンツには、拡大印刷、点字、音声、シンボル、平易な言葉

などの利用者が必要とする形式に変換できるように、代替テキストを提供する。

（同じ内容）
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概要

ということで . . .

ここから先は、

WCAG2.0の話です。
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概要

WCAG 2.0および関連文書（JISを含む）の主な構成
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概要

WCAG 2.0および関連文書（JISを含む）の主な構成
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概要

※ JISの箇条5 一般的原則と同じ。

•知覚可能 情報の存在を知り、得られなきゃ ダメ

•操作可能 操作ができなきゃ ダメ

•理解可能 得た情報は理解できなきゃ ダメ

•頑健性 様々なユーザーエージェントが解釈できなきゃ ダメ

原則
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概要

コンテンツ制作者が達成基準を理解し、

より適した実装方法を用いることができるように、

全体像および全般的な目的を提供。（検証不可能）

【 例 】

ガイドライン

ガイドライン 1.1 代替テキスト：

すべての非テキストコンテンツには、拡大印刷、点字、音声、シンボル、平易な言葉

などの利用者が必要とする形式に変換できるように、代替テキストを提供する。
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概要

WCAG 2.0 に適合するために要求される個別要件。

ウェブコンテンツ技術に依存しない形で、

検証可能な基準として記述。

【 例 】

達成基準

1.1.1 非テキストコンテンツ：

利用者に提示されるすべての非テキストコンテンツには、同等の目的を果たす代替テ

キストを提供する。ただし、次の場合は除く： (レベルA)
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概要

WCAG 2.0および関連文書（JISを含む）の主な構成
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概要

理解と実装を助けるためにW3Cが公開している参考文書。

定期的に追加／更新される予定。

解説書（Understanding）

• 達成基準の意図

• 達成基準の具体的なメリット

• 達成基準を満たしている事例

• 達成基準を満たすことのできる実装方法
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概要

WCAG 2.0および関連文書（JISを含む）の主な構成
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概要

WCAG 2.0の達成基準を満たすために用いることができる

具体的なコンテンツ制作方法集。

定期的に追加／更新される予定。

実装方法集（Techniques）

• 解説

• 事例

• 参考リソース

• 検証
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概要

•一般（G）

•HTML / XHTML（H）

•CSS（C）

•クライアントサイド・スクリプト（SCR）

•ARIA（ARIA）

•PDF（PDF）

実装方法集の主なカテゴリー
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概要

【 注意 】

実装方法集は、あくまで事例集であり、

掲載されていない独自の方法でも

達成基準を満たすことができるなら問題ない。
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概要

WCAG 2.0および関連文書（JISを含む）の主な構成
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概要

アクセシビリティ・サポーテッド：

実際に利用者が利用可能であること。

WAICが日本のユーザエージェントで調査した結果、

及び 各実装方法が達成基準を満たせるかどうかを

判断するための参考資料。

※ 支援技術は、海外に比べて新しい技術や仕様への対応が遅れ気味。

アクセシビリティ・サポーテッド情報
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概要

•事例に対するテストファイル

•WAIC見解（達成可能／達成不可能／要注意）

•注意点（結果×なユーザーエージェントなど）

•代替もしくは推奨する方法

•テスト結果の詳細

※ 全て◯の場合は掲載されないので注意。

※ テストファイルは独自実装のチェックなどに利用可能。

アクセシビリティ・サポーテッド情報
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JIS X 8341-3:2010 の

読み方／使い方
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読み方／使い方

よくある（？）シチュエーション

ゆるキャラをせっかく作ったので、

サイトのトップページで動き回らせたい。

ただし、達成等級Aに準拠できる方法で。
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読み方／使い方

1. 動きのある情報について書かれているガイドラインを探す。

2. ガイドラインに含まれる達成基準を探す。

3. 達成基準に対する解説書を読む。

4. 達成基準を満たすことのできる実装方法を知る。

5. 実装方法のアクセシビリティ・サポーテッド情報を見る。

6. 想定される閲覧環境で問題がないか確認する。

手順（かなり慎重派）
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読み方／使い方

1. 動きのある情報について書かれているガイドラインを探す。

WAICトップ

WCAG2.0ガイドライン



59

読み方／使い方

1. 動きのある情報について書かれているガイドラインを探す。

「1.1 すべての非テキストコンテンツ〜」？

WCAG2.0ガイドライン
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「動き回るマスコット」はテキスト情報じゃないから

「非テキストコンテンツ」が関係ありそう。

読み方／使い方
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読み方／使い方

※ この例の場合は達成基準が一つだけ。

2. ガイドラインに含まれる達成基準を探す。
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「特定の感覚的体験」?

該当しそうだけど、具体的にはどうすればいいの？

読み方／使い方
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読み方／使い方

3. 達成基準に対する解説書を読む。

WCAG 2.0 解説書

WCAG2.0ガイドライン
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読み方／使い方

4. 達成基準を満たすことのできる実装方法を知る。

WCAG 2.0 解説書
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読み方／使い方

4. 達成基準を満たすことのできる実装方法を知る。

WCAG 2.0 実装方法集 G100
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【 実装方法集の例：H2 】

読み方／使い方
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実装方法は G100 を採用して、代替テキストとして

「WAICのマスコット：植井くん」

と設定しておけば良さそうかな。

読み方／使い方
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まだ、アクセシビリティ・サポーテッドな

方法かどうかを確認する必要があります。

読み方／使い方
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読み方／使い方

5. 実装方法のアクセシビリティ・サポーテッド情報を見る。

WAICトップ

アクセシビリティ・サポーテッド
（AS）情報
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読み方／使い方

5. 実装方法のアクセシビリティ・サポーテッド情報を見る。

アクセシビリティ・サポーテッド（AS）情報
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G100 . . . ない？

読み方／使い方
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検証結果が全て ◯ の場合は、

解説が作成されないので、注意が必要です。

読み方／使い方
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じゃ、代替テキストだけでいいのね。

読み方／使い方
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植井くんの実装には、代替テキスト以外にも

注意しなければならない事がまだあります。

読み方／使い方
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JIS 規格票 箇条4の表1

等級 A 準拠ページが満たすべき達成基準一覧

読み方／使い方
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読み方／使い方

「2.2.2 〜動きのある〜、又は自動更新する情報〜」？

1. 動きのある情報について書かれているガイドラインを探す。

WCAG2.0ガイドライン
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関係あるかも！

読み方／使い方



78

読み方／使い方

※ この例の場合は達成基準が一つだけ。

2. ガイドラインに含まれる達成基準を探す。
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(1) 自動的に開始し、

(2) 5秒よりも長く継続し、

(3) その他のコンテンツと並行して提示される場合

全部当てはまってる . . .

読み方／使い方
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「利用者がそれらを一時停止、停止、又は

非表示にすることのできるメカニズムがある。」

どういうこと！？

読み方／使い方
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読み方／使い方

3. 達成基準に対する解説書を読む。

WCAG 2.0 解説書WCAG2.0ガイドライン
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読み方／使い方

4. 達成基準を満たすことのできる実装方法を知る。
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植井くんの動きを止めることで、

植井くんをじっくり見たい人にはじっくりと、

他の記事を読む人の邪魔しないように . . . か。(T_T)

読み方／使い方
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ここで、植井くんの動きは「点滅を伴う」

と仮定してください。（強引）

読み方／使い方
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読み方／使い方

4. 達成基準を満たすことのできる実装方法を知る。



86

読み方／使い方

4. 達成基準を満たすことのできる実装方法を知る。

WCAG 2.0 実装方法集 G187
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実装方法 G187の事例（GIFアニメーション）が、

アクセシビリティ・サポーテッドなのかどうか

調べましょう。

読み方／使い方
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読み方／使い方

5. 実装方法のアクセシビリティ・サポーテッド情報を見る。

アクセシビリティ・サポーテッド
（AS）情報

アクセシビリティ・サポーテッド（AS）情報：G187
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読み方／使い方

※ Safari, Google Chromeでは、GIFアニメを利用者が一時停止／停止させることができない。

また、停止の機能があるブラウザでも、操作 (ESCキー) を知らない利用者が多いと考えられる。

6. 想定される閲覧環境で問題がないか確認する。

アクセシビリティ・サポーテッド（AS）情報：G187

要注意 想定される閲覧環境に注意して使いましょう。
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ということで . . . 植井くんは、

代替テキストを設定し、

GIFアニメーションで点滅させる、てことでOK？

読み方／使い方
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あれ？ 「動き回らせたい」のでわ？

読み方／使い方
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やっぱり . . . JavaScriptの改修が大変なんで、

植井くんを動かすのは、5秒間だけにします！

＼うぇーい／

読み方／使い方
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まとめ
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まとめ

•JIS X 8341-3:2010 の 箇条7 ＝ WCAG 2.0

•達成基準だけで理解できないことは解説書を読む。

•満たすべきは達成基準。実装方法集は事例集に過ぎない。

•実装方法集の事例は、実際に使えるとは限らないので、ア

クセシビリティ・サポーテッド情報を参照する。
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ありがとうございました。


